
令和７年度 岡山県立早島支援学校 学校評価書 

１ 自己評価 
 

 
Ⅰ 評価結果 

Ａ：目標を上回った  Ｂ：ほぼ目標どおり  Ｃ：目標を下回った  

学校経営目標 具体的計画 
今年度の達成基準 

a「当てはまる」b「やや当てはまる」 

c「あまり当てはまらない」d「当てはまらない」とする 

自己評価（最終） 

達成状況 

（aの数値） 

評

価 

総合

評価 

１ 子どもの豊

かな学びを

支える専門

性・授業力

の向上 

小・中学部・高等

部及び卒業後を見

据えたキャリア発達

を促す指導支援と進

路指導の充実を図

る。 

「①子どもたちは、学校へ来ること（家

庭・病院での授業、担任の訪問）を楽しみ

にしている」、「⑤-1子どもたちの将来の

進路について、本人・保護者へ連絡・相

談・情報提供ができている」、「⑤-２児童

生徒の卒業後を見据えた１２年間の指導

の一貫性や継続性を意識して教育活動を

行っている」、「⑥-１ ICT機器等を活用

して授業を工夫している」、「⑥-２ ICT

機器等を活用して個別最適化された学習

環境の整備を行っている」「⑦児童生徒

が主体的に学ぶことができるように教材

や支援の工夫をしている」について、a評

価した教職員・保護者が、ともに６０％を超

える。 

①保護者７８％ 

  教職員６７％ 

⑤-1 

保護者６８％ 

教職員４8％ 

⑤-2 

保護者 62% 

教職員 37% 

⑥-1 

保護者 63％ 

教職員 37％ 

⑥-2 

保護者 57％ 

教職員 29％ 

⑦保護者７3％ 

教職員 54％ 

B 

B 

各教科等で育成

する資質・能力に基

づいて授業改善に

取り組むとともに、観

点別評価による学習

評価の妥当性の向

上に努める。 

「②子どもたちの障害特性を理解し、専

門的な立場から指導している」、「⑦児童

生徒が主体的に学ぶことができるように

教材や支援の工夫をしている」、「⑧子ど

もたちの学習について（３観点で）適切に

評価している」について a評価した教職

員・保護者が、ともに７０％を超える。 

②保護者７2％ 

教職員 46％ 

⑦保護者７３％ 

教職員 54％ 

⑧保護者７9％ 

教職員 50％ 

B 

２子どもの安

心安全を支

える専門

性・システ

ムの充実 

書類等を見直しや

教室ケアの拡充等を

行い、医療的ケア校

内体制の充実・児童

生徒の学習保障を図

る。 

「⑨保護者の相談に対して適切な対応

や支援を行っている」、について a評価し

た教職員・保護者が、ともに６０％を超え

る。 

教室ケアの実施率が昨年度より向上し

ている。 

⑨保護 77％ 

教職 60％ 

 

 

一部実施。来年度拡大

に向けて計画中。 

A 

B 

アレルギーや感染

症等について、マニュ

アル等の見直しによ

り、確実な対応に努め

る。 

「⑩子どもたちの健康状態や体調の変

化に適切に対応している」、「⑫けが等の

事故発生時や感染症の流行に適切に対

応している」について a評価した教職員・

保護者が、ともに 70％を超える。 

⑩保護 79％ 

 教職員 67％ 

⑫保護者 75％ 

  教職員 66％ 
B 

 教職員が高い人

権意識を持つととも

に、いじめや虐待につ

いて早期発見や予防

「⑨保護者の相談に対して適切な対応

や支援を行っている」、「⑬子どもたちの人

権を尊重したり、プライバシーを保護したり

している」、「保護者⑭お互いを思いやり

⑨保護者７４％ 

教職員 60％ 

⑬保護者 82％ 

  教職員 70％ 

B 



等、関係機関と連携し

ながら組織的な対応

に努める。 

生命を大切にする態度を育てたり、いじめ

の未然防止等に取り組んだりしている」、

「教職員⑭「いじめや虐待について、早期

発見や予防等校内外の関係機関と連携

しながら組織的な対応に努めている」につ

いて、a評価した教職員・保護者が、ともに

７０％を超える。 

⑭保護者７7％ 

  教職員 50％ 

学校防災マニュア

ルの見直しや隣接す

る病院・行政機関と

の連携等により、防

災体制の一層の充

実に努める。 

「⑮学校は、災害に備えた取組を行って

いる」について、a評価した教職員・保護者

が、ともに７０％を超える。 

⑮ 

保護者 83% 

教職員 67％ 
B 

３ 地域ととも

にある開か

れた学校づ

くりとセンタ

ー的機能の

充実 

学校・家庭・行

政・福祉・地域等

の協議・連携を深

め、ICT も活用し

ながら地域を活動

の場とした実践

的・体験的な学習

の充実に努める。 

「⑪医療や福祉の機関等と連携した取

組を行っている」、「⑱学校は地域の人材

や資源を活かした教育活動（ボランティア

等）を行っている」と、a評価した教職員・

保護者が、ともに６0％を超える。 

⑪保護者 66％ 

  教職員 58％ 

⑱保護者５1％ 

  教職員 53％ 
B 

B 

居住地校交流や

学校間交流の一層

の充実を図るとと

もに、ICT を最大

限活用しながら県

外を含む他の特別

支援学校との交流

を進める。 

「⑰学校は、地域との交流を考えた教育

活動（地域学習・学校間交流・居住地校

交流等）を行っている」についてa評価し

た教職員・保護者がともに５０％を超える。 

居住地校交流の実施率を４０％以上に

する。 

他の特別支援学校との交流回数を、維

持または増加する。 

⑰保護者 66％ 

  教職員 52％ 

 

 

・実施率 ４６％ 

 

・増加した 

A 

ホームページや

SNS 等を活用し、

学校の様子をタイ

ムリーに保護者や

地域社会に伝えて

いくことで、学校

教育への理解促進

と啓発に努める。 

「⑲学校は、各通信やＩＣＴ（学校メー

ル、ホームページ、ブログ、Facebook）、

学校公開や公開講座等を活用して情報

発信を行っている」について、a評価した

保護者が 70％を超える。 

⑲保護者 69％ 

  教職員６1％ 

B 

地域のニーズに

応じたセンター的

機能を発揮する。 

エリア研修会を開催し、参加者アン

ケートのうち「ニーズに合っていた

か」について、「当てはまる」と評価

した参加者が８０％を超える。 

昨年度支援を行った学校には引き続

き支援が行えるようにするとともに、

より一層の啓発活動を行う。 

・「（十分・概

ね・どちらかと

いえば）満足で

きる」が 93.4％ 

・昨年度支援し

た学校には、新

年度に様子を声

掛け。新規は、

今年度はなし。 

A 



４ 働きがいの

ある職場づ

くりの推進 

生成 AI の活用等

を推進して業務の

効率化を図り、ワ

ークライフバラン

スの取れた働き方

を目指す。 

「⑳ICT機器を活用したり、学校組織

の改善を図ろうと努力したりすることで、効

率的に業務を行っている」について a評

価した教職員が４０％を超える。 

⑳教職員３３％ 

B 

B 
教員の専門性の

向上を目指すとと

もに、互いに支え

あう同僚性の醸成

に努める。 

「③研修を通して特別支援教育につい

ての専門性を深めることができている」、「

㉑他の教職員と日常的に積極的に関わり

、報告・連絡・相談を行うことでOJTの活

性化に努めている」についてa評価した教

職員が、５０％を超える。 

③教職員５５％ 

㉑教職員５０％ 

A 

※積極的に自己評価するとは、４段階評価で「当てはまる」の評価をつけることを意味するものとする。 

 

Ⅱ 分析・改善方策 

（１）子どもの豊かな学びを支える専門性・授業力の向上に関する評価 

 評価書の項目は、保護者の評価はほぼ目標を達成することができていた。教職員の評価は、目標を下回る項目

が多かったが、全体では、おおむね目標どおりであった。 

〇小・中学部・高等部及び卒業後を見据えたキャリア発達を促す指導支援と進路指導の充実について 

 「⑤-２児童生徒の卒業後を見据えた１２年間の指導の一貫性や継続性を意識して教育活動を行っている」、「⑥-

１ ICT 機器等を活用して授業を工夫している」、「⑥-２ ICT 機器等を活用して個別最適化された学習環境の整

備を行っている」が低かった。 

１２年間の指導の一貫性や継続性について、今年度、キャリア教育全体計画、育てたい力一覧表の見直しを行っ

た。現在校内で活用されている全体計画の意図を係の中で共通理解し、日常的に活用できる計画となるように、目

標達成に向けた具体的な指導内容や指導場面について検討を行った。また、キャリア・パスポートの作成・活用に向

けての検討を行った。キャリア教育の視点をもってよりよい教育活動が進められるように、キャリア教育に関する資料

のつながりや活用の方法について検討し、来年度に向けての体制を整えた。来年度は、確認した内容に取り組み、

学校全体としてキャリア教育への意識を高め、指導・支援が充実できるように引き続き進めていく。必要に応じて見

直しを行い、適宜、検討し改善を図っていくとともに、今後も継続した計画の見直しやブラッシュアップが必要であ

る。 

○各教科等で育成する資質・能力に基づいた授業改善と観点別評価による学習評価の妥当性の向上について 

保護者の評価はほぼ目標を達成することができていたが、教職員の評価は、目標を下回る項目が多かった。今

年度は、教科の視点での授業づくりや３観点での評価、自立活動とのつながり等を、グループで検討する時間の確

保や充実のため、研修の時期や在り方を見直したり、個別の指導計画作成の手引き等の周知と活用を促したりし

た。その結果、校内研修や公開授業では、スキルアップコメント等を生かして授業改善を図り、観点別評価による学

習評価の妥当性の向上を図ることができた。しかし、授業研究では、一部の先生への負担の偏りが見られたため、

授業研究の進め方について今後検討していく必要がある。そのため、研究係では、公開授業の回数や授業研究の

もち方について、R８年度に向けて検討をする。また、自立活動係でも、研修後にアンケートを行い、研修の在り方等、

R８年度に検討し見直しを進めていく。さらに、研修係でも、課題別研修の在り方について、R８年度に向けてよりよい

研修方法を検討し、研修等を通して自信を持って指導できるような体制を強化したい。 

（２）子どもの安心安全を支える専門性・システムの充実に関する評価 

評価書の項目は、概ね目標どおりであった。 

〇医療的ケア校内体制の充実及び児童生徒の学習保障について 

  「医療的ケア校内体制の充実」は、目標を達成することができた。毎週開催している医療的ケア連絡会では、児

童生徒の学習保障を行いながら安心・安全に医療的ケアが行えるよう問題点や改善点等を検討することができ

た。教員手順書のデータ整理、気管切開をしている児童生徒の水を扱う指導や手洗いについての見直し、教室ケア

の拡充等を進めることができた。来年度も引き続き、連絡会を行い、児童生徒の学習保障や教職員が安心・安全に



そして効率的に医療的ケアを行えるように問題点や改善点を検討していきたい。来年度は、さらに教室医ケアの実

施を広げるために、今年度から準備を始めている。 

〇アレルギーや感染症等への確実な対応について 

「アレルギーや感染症に対する対応」は、ほぼ達成することができた。今年度は、緊急時の搬送訓練の新様式を

作成し、R8年度より使用予定している。対応表については、中棟長寿命化改修終了後の再度差し替えを行った。緊

急時の記録用紙についても様式を変更し、R8年度より使用予定している。新しくした物を使用し、再度修正が必要

に応じて検討する。例年行っている研修の見直しと内容の充実について検討の必要性や、食のしおり等、分掌をまた

がった項目事項について整理する必要がある部分もみえてきたので、今年度以降、年度毎に現状の確認と次年度

の必要性について検討を行うようにする。 

〇教職員の人権意識向上、いじめや虐待について早期発見や予防等関係機関と連携した組織的な対応について 

「いじめや虐待について、早期発見や予防等校内外の関係機関と連携と組織的な対応」が５０％と低かった。学 

校全体の取組や組織的な対応の教職員への周知が不十分であった。児童生徒の呼名について、部ごとに再確認・

共有を行い、人権への配慮について共通理解を深めることができた。R7年度を移行期間とし、R8年度の全校実

施に向けた準備が進んだ。12月の職員研修で、道徳の指導の進め方や評価の書き方について研修を行い、実践

例を集めながら内容を改善することができた。 

来年度は、今年度に始めた取組を継続・定着させていくことが課題である。教職員の人権意識に関しては、個人

情報を含む文書管理や授業環境について、日常的な配慮をより徹底する必要がある。児童生徒の呼名について、

来年度から全校で統一した対応を実施し、定着を図りたい。道徳教育について、指導内容や評価の在り方、学びの

履歴の活用を継続し、学部間での共有を進めたい。教職員の人権意識をより高めるため、個人情報の適切な管理

や授業環境への配慮など、日常の具体的な場面を題材とした研修や注意喚起を行い、実践につなげたい。 

〇学校防災マニュアルの見直しと隣接する病院・行政機関との連携等による防災体制の一層の充実について 

  「防災体制の一層の充実」は、ほぼ達成することができた。災害時における服薬・医療行為の様式及び、書類の

取り扱い方法について、個人情報管理と業務の精選の観点から見直し、改訂できた。町役場、PTA、南岡山医療セ

ンター、学校運営協議会と合同防災訓練を実施した。来年度は、それぞれの分掌、係（保健・医ケア・防災・生徒指

導等）から上がる課題の共有及び、改善に向け、合同防災研修等を利用しながら、防災体制の拡充を図りたい。 

（３）地域とともにある開かれた学校づくりとセンター的機能の充実に関する評価 

 評価項目は、達成できた項目と達成できなかった項目があったが、概ね目標どおりであった。 

〇ICT も活用した地域を活動の場とした実践的・体験的な学習の充実について 

 「地域の資源や人材を活用した教育活動」の実施は、今年度、地域の方の学習ボランティアを新規で受け入れを

始めることができた。しかし、「⑱学校は地域の人材や資源を活かした教育活動（ボランティア等）を行っている」に

ついて a評価した教職員・保護者が、ともに６0％を下回ったので、継続して呼びかけや周知が必要である。 

来年度は、文化祭を、地域の方に公開する方向で調整をしている。地域連携の機会を作るとともに、地域の方が

学校へ足を運びたくなるような工夫の検討をしていきたい。 

〇居住地校交流や学校間交流の充実と ICTを最大限活用した県外を含む他の特別支援学校との交流について 

「居住地校交流」実施率は向上した。学校間交流は、直接交流が増えたり、内容を充実させたりすることができ

た。また、ICTを最大限活用しながら県外（北海道・沖縄）を含む他の特別支援学校（県内も）との交流を進めるこ

とができた。 

〇ホームページや SNS等を活用し、学校の様子をタイムリーに保護者や地域社会に伝えていくことで、学校教育へ

の理解促進と啓発に努める。 

ブログ更新回数増加、いきいき広場への学校紹介ブース設置、広報はやしまへのボランティア募集の掲載、研

修、医ケア対象事業所説明会の新規開催など、情報発信数は増加し、学校の様子を適時保護者や地域社会に伝

えていくことが概ねできた。情報係活用班では、校内の好事例を共有することもできた。 

〇地域のニーズに応じたセンター的機能の発揮について 

エリア研修会では、「ニーズに合っていたか」に対して「（十分・概ね・どちらかといえば）満足できる」が 93.4％

であった。また、エキスパート事業では、昨年度支援した学校には、新年度に働きかけをした。新規は、今年度はなか

ったが、来年度も、引き続きかかわりのあった学校には、働きかけをしていく。 

（４）働きがいのある職場づくりの推進に関する評価 



評価項目は、ほぼ目標どおりであった。 

〇生成 AIの活用等を推進した業務の効率化とワークライフバランスの取れた働き方について。 

生成 AIの活用研修を行い、多くの教職員が参加した。研修後、授業のアイデア出しや評価の誤字脱字チェック

等活用する先生が増えた。活用の好事例等について教職員で共有することができた。また、議事録用にマイクを購

入し、職員会議や係会等で活用し、minectAIで要約することで議事録作成の時間が短縮した。来年度も、多くの

先生方に使っていただけるように、機器や機能を発信していきたい。 

〇教員の専門性の向上と互いに支えあう同僚性の醸成について 

「③研修を通して特別支援教育についての専門性を深めることができている」、「㉑他の教職員と日常的に積極

的に関わり、報告・連絡・相談を行うことで OJT の活性化に努めている」について a 評価した教職員が、５０％を超

えることができた。来年度も、今年度の取り組みを継続し、同僚性の醸成に努めたい。 

 

２ 学校関係者評価 
 
１ 子どもの豊かな学びを支える専門性・授業力の向上について 

・就労には、地域差がある。進路指導の頑張り、企業との連携が関係しているのではないかと思う。情報共有が進路

先につながっている。 

２ 子どもの安心安全を支える専門性・システムの充実について 

・防災の備蓄品や防災のために準備していることを初めて知った。全保護者が知っておく必要があることなので、保

護者が考え、参加できる機会が必要。 

４ 働きがいのある職場づくりの推進 

・生成 AI の活用、議事録以外でどのような活用や研修をしているか。→研修ではガイドライン、何をしてよいかの確

認、使うことに慣れることを最初の ステップとして研修（資料、授業案等を研修） 

・全体：学校評価のアンケートを見ていて、保護者の方が肯定的意見が多いのを見て、先生の評価の厳しさを知っ

た。 

 

３ 来年度の重点取組（学校評価を踏まえた今後の方向性） 
 
（１）子どもの豊かな学びを支える専門性・授業力の向上に関する評価 

〇小・中学部・高等部及び卒業後を見据えたキャリア発達を促す指導支援と進路指導の充実について 

今年度確認した内容に取り組み、学校全体としてキャリア教育への意識を高め、指導・支援が充実できるように

引き続き進めていく。必要に応じて見直しを行い、適宜、検討し改善を図っていくとともに、今後も継続した計画の見

直しやブラッシュアップが必要である。 

○各教科等で育成する資質・能力に基づいた授業改善と学習評価の妥当性の向上について 

授業研究の進め方について今後検討していく必要がある。そのため、研究係では、公開授業の回数や授業研究

のもち方について、R８年度に向けて検討をする。また、自立活動係でも、研修後にアンケートを行い、研修の在り方

等、R８年度に検討し見直しを進めていく。さらに、研修係でも、課題別研修の在り方について、R8年度に向けてより

よい研修方法を検討し、研修等を通して自信を持って指導できるような体制を強化したい。 

（２）子どもの安心安全を支える専門性・システムの充実に関する評価 

〇医療的ケア校内体制の充実及び児童生徒の学習保障について 

引き続き、連絡会を行い、児童生徒の学習保障や教職員が安心・安全にそして効率的に医療的ケアを行えるよう

に問題点や改善点を検討していきたい。さらに教室医ケアの実施を広げるために、今年度から準備を始めている。 

〇アレルギーや感染症等への確実な対応について 

緊急時の記録用紙についても様式を変更し、R8年度より使用を予定している。新しくした物を使用し、必要に応

じて再度修正を検討する。例年行っている研修の見直しと内容の充実について検討の必要性や、食のしおり等、分

掌をまたがる項目事項について整理する必要がある部分もみえてきたので、今年度以降、年度毎に現状の確認と

次年度の必要性について検討を行うようにする。 

〇教職員の人権意識向上、いじめや虐待について早期発見や予防等、関係機関と連携した組織的な対応について 

今年度に始めた取組を継続・定着させていくことが課題である。教職員の人権意識に関しては、個人情報を含む



文書管理や授業環境について、日常的な配慮をより徹底する必要がある。児童生徒の呼名について、来年度から

全校で統一した対応を実施し、定着を図りたい。道徳教育について、指導内容や評価の在り方、学びの履歴の活用

を継続し、学部間での共有を進めたい。教職員の人権意識をより高めるため、個人情報の適切な管理や授業環境

への配慮など、日常の具体的な場面を題材とした研修や注意喚起を行い、実践につなげたい。 

〇学校防災マニュアルの見直しと隣接する病院・行政機関との連携等による防災体制の一層の充実について 

それぞれの分掌、係から上がる課題の共有及び、改善に向け、合同防災研修等を利用しながら、防災体制の拡

充を図りたい。 

（３）地域とともにある開かれた学校づくりとセンター的機能の充実に関する評価 

〇ICT も活用した地域を活動の場とした実践的・体験的な学習の充実について 

文化祭を、地域の方に公開する方向で調整をしている。地域連携の機会を作るとともに、地域の方が学校へ足を

運びたくなるような工夫の検討をしていきたい。 

〇居住地校交流や学校間交流の一層の充実と ICTを最大限活用した県外を含む他の特別支援学校との交流に

ついて 

 交流の継続と充実を図る。 

〇ホームページや SNS等を活用し、学校の様子をタイムリーに保護者や地域社会に伝えていくことで、学校教育へ

の理解促進と啓発に努める。 

 引き続き、啓発に努める。 

（４）働きがいのある職場づくりの推進に関する評価 

〇生成 AIの活用等を推進した業務の効率化とワークライフバランスの取れた働き方について。 

多くの先生方に使っていただけるように、機器や機能を発信していきたい。 

〇教員の専門性の向上と互いに支えあう同僚性の醸成について 

今年度の取り組みを継続し、同僚性の醸成に努めたい。 

 


